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ドレミファの警備疲れた～っ。（高月龍樹委員長）

１．ドレミファフェスティバル　（松岡　正典君）
２．８月家族例会    　（高月　龍樹君）
３．わんぱく冒険学校　　　　　（栗本　淳二君）



　本年度のドレミファフェスティバルは大きく変わり
ました。年末よりドレミファ協議会二役会で協議をし
ながら今後の方向性を決めていきました。特に事案を
協議するにあたり、JC 以外の他団体との根本的な考え
方の違いや、スタンスの違い等で大きなギャップを感じながら企画協議を行
いました。ドレミに限らずですが、大きなものを動かそうと思うと、下準備・
根回しの重要性を痛感致しました。賛否色々ありましたが、内容が決まった
以上は成功させたい、府中を盛り上げたいという一心で準備を行いました。
　当日は多くのメンバーにも参加頂きました。やはり『ドレミファフェスティ
バル』は府中 JC としての一大事業であり重要な位置づけであることを認識
し、改めて責任の重さを感じました。初運営のイベントが数多くありました
ので、段取りと準備をして完璧にしていたつもりではありましたが、予期せ
ぬトラブルや詰めの甘い部分もあり、メンバーの方々にはご迷惑をかけた点
が多くあったかと思います。どの事業もそうですが、「もう一回やればもっ
とうまくできる」という自信がありま
すが、それができないのが JC の単年度
制でもありますので、今後この思いを
しっかりと引き継いでいきたいと思い
ます。これを教訓に仕事ではこういっ
た後悔をしないように今まで以上の準
備を心がけて参りたいと思います。

１．ドレミファフェスティバル

２．８月担当例会

　8 月例会では、テーマを『リーダーシップ～言葉の
ちから～』とし、僧侶である行者山太光寺 東和空 ( ひ
がしわこう ) 氏をお迎えし、ご講話頂きました。
　現会員は、次世代を担う立場です。そのような立場
の者が必要とされるのは、指導力 ( リーダーシップ ) であることは間違いあ
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りません。また、自分の意志を伝える方法には、必
ず言葉を要します。そこに力が宿れば、発した言葉
そのものよりそれ以上のメッセージを伝えることが
出来ます。東氏はそのことを会員に発信下さったと
思っています。
　聴講した会員はこの度の講師例会で、必ず気付き
や学びがあったと思います。自身を顧みて今後に役
立てて頂ければ幸いです。
３．わんぱく冒険学校

　８月 18、19 日に三次市作木町の江の川カヌー公園
さくぎで「第２回わんぱく冒険学校 」を開催させて頂
きました。小学１年から６年生の 24 名の参加者を４
つのグループに振り分け、川を中心に様々な体験や経
験をしてもらいました。この事業は子ども達に親元から離れ、自然の中で初
めて会う仲間と協働して、様々な体験を通じて生きる力を育んでもらいたい
という目的で行いました。
　プログラム内容はテント設営に始まり、ライフジャケットにヘルメットを
装着して体ひとつで急流を下る川流れとメンバーに当日制作してもらった
ペットボトルのいかだに乗り、次の日のメインプログラムのいかだ下りのパ
ドル練習を行い、その後、子ども達自身でいかだの形と考え、いかだづく
り、旗づくりを行いました。夕食後、真っ暗な道を懐中電灯なしで歩くナイ
トウォーク、火を囲んで全身を動かし歌って踊るキャンプファイヤーをメン
バーも一緒に楽しみ、就寝しました。次の日、朝食後いかだを最終チェック
してメインプログラムのいかだ下りがスタートしました。いかだが分解する
ことも、川に転落することもなく、４グループとも無事にゴールすることが
できました。
　子ども達が今回の事業で得たことは多くはないかもしれませんが、自然の
中で遊ぶことの楽しさを感じてもらうことができたと思います。アンケート
に多くの子ども達が「来年も参加したい」と答えてくれました。そのほか、「い
かだを自分達で設計し、つくったのが楽しかった」と答えてくれた５年生の
男の子がいましたが、協働し達成することの大切さ感じてもらえたのでない
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８月度のスマイルボックス
◆７月例会無事終了（森山専務）
◆ドレミファフェスティバル無事終了（益川理事長、松岡正典君）
◆わんぱく相撲全国大会無事終了（藤岡副理事長、栗原委員長）
　　全国大会６年生の部で悲願の１勝（栗原委員長）
◆次男誕生おめでとうございます（澤田綱一君）
◆８月誕生日の皆様（益川理事長、北川浩一郎君、中村宏君）

９月度のスマイルボックス
◆８月例会無事終了。（藤本理事長、高月委員長）
◆わんぱく冒険学校無事終了（藤岡副理事長、栗本実行委員長）
◆９月誕生日の皆様（高月龍樹君、安原由己男君）

かと思います。
　この事業を今後継続していくために、今回の事業の多くの問題点や改善点
を精査し、事業目的の達成するための手法をしっかり詰めて行わなければな
りません。改めて、子どもの育成事業の難しさを実感し、大変勉強にもなり
ました。最後になりますが、真夏の猛暑の中、メンバー皆様には多大なるご
協力と臨機応変な対応のお蔭を持ちまして、大きな事故や怪我もなく無事事
業を終えることができました。大変有り難うございました。


